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業務分析

警備会社
駐車監視員

駐車監視員という、違反駐車を取り締まる方がいます。

（このような緑色の服を着た人です。）☞

次ページからはこの駐車監視員の業務分析を行います。



業務分析

警察

駐車違反の監視業務

業務を委託する！

・警察から委託されたエリアの巡回

・駐車違反を見つけたら、規定に則って取り締まり、記録する

・記録データを警察に送信する

警備会社
駐車監視員

駐車違反の監視業務の概要: 



・駐車違反を発見したら、30分程様子を見る。

・30分後も駐車していた場合「放置車両違反」と見なし、記録を開始する

・携帯端末を用い、「違反日時、ナンバー、場所、放置態様、現場写真」を記録する

・4INCH THERMAL PRINTERを用い、標章を印刷し、違反車両に貼る

業務分析

違反車両の取り締まりの現在の一連の流れ



・駐車監視員(通称: 緑のおじさん)と呼ばれる
仕事がある。

・彼らは指定エリア内で取り締まりを行い、
違反駐車を見つけたら記録を行う。

・現在は端末を用いてはいるが
「手作業」で記録を行っている。

→ その結果、記録の誤入力が発生し、
違反取り締まりが無効になるケースがある

・記録をシステムでサポートし、
誤入力を防止する

・作業内容の簡略化

・誤入力を減らすことを目的とする
Androidアプリ+ 情報管理Webサイトの開発

背景・課題・目標



本プロジェクト導入前の駐車監視員の業務フロー

つまり、現在の駐車監視員の業務フローを書き起こすと以下のようになります。

私達A2グループは、橙枠部分のサポートを行うことで誤入力を防ぐことを目的にします。

警察・管理会社が違反情報の記録を

確認できるようにサポートします。



本プロジェクト導入後の駐車監視員の業務フロー

入力の自動化

記録の閲覧



本システムにおけるサポート範囲

違反態様記録に関して

→主観による判断基準がある (e.g.,駐車禁止、駐停車禁止、私有地駐車)

→今回のシステムでは手動入力とする。

サポート範囲に関して

写真入力から確認標章の作成のアウトプット

→pdfファイルとして出力

→運用管理者の報告用のデータの作成、及び閲覧するシステムまで



本システムの概要

Androidアプリ

・ユーザーログイン認証

・違反車両のナンバープレートの写真を撮る→ナンバー情報を取得

・写真を撮ったタイミングで、「GPS情報、日時情報」を取得

・違反態様情報をガイドラインに従い選択

・標章の画像を生成、確認の上PDFで保存

・上記で取得した情報をデータベースにアップロード

駐車監視員

警察
管理会社

Webサイト

・ユーザーログイン認証

・データベースから違反情報を検索

・「どの地域での違反か」、「何月何日の違反か」等で詳細に検索



ナンバープレ
ート読取機能

帳票作成機能

Androidアプリ クラウドサービス
認証機能

端末認証サービス

文字認識サービス

違反情報保存機能 DB接続APIサービス

Webサイト

違反情報の
閲覧機能

ログイン機能

PDF出力

標
章

貼
付

車両番号
GPS

日時
違反態様
写真

違反車両

撮影

閲覧

DBサーバー
サービス

GPS取得機能

違反態様入力機能

DBにデータ送信

印刷機で標章印刷

認証済端末か確認

写真のOCR

ユーザー確認

違反情報受信

HTTP通信(GET / POST)

システム構成図



Google Vision APIを用いた画像のOCR

再掲だが、本システムの主要目的は「人的要因ミスをなくすこと」である。

車両ナンバーの人的要因ミスが指摘されていたため、

ナンバーの情報を以下の流れで取得する。

ナンバープレートの写真を撮る

OCR(Optical Character Reader) を行い、画像内のテキストを文字情報とする

車のナンバープレートを写真に撮る 写真をOCRにかける

写真を送信

湘南 300 あ 12-34

文字情報が取得できる



データベース設計と、 HTTP通信によるRestful API

今回、違反情報を保存するDBとして、Herokuが提供するHeroku Postgresを利用している。

本プロジェクトでは、実際に運用する時を考え、100万件入っても効率よくデータが取り出せるように

正規化されたリレーション構造を持つテーブルを作成している。以下はそのE-R図である。

各種テーブルの詳細は、添付されているDB設計書.xlsxを確認してほしい。



データベース設計と、HTTP通信によるRestful API

そしてHerokuサービス内のDBに、Androidアプリケーションから操作を行うため、

Heroku内にGraphQLサーバーを用意し、HTTP通信(GETとPOST)を行うことで、

Heroku内部のサービスにアクセスできるようにした。

例えば、前ページのregion_dataテーブルの全データを取得したい場合は以下のURLにアクセスする。

https://peteama-apiserver.herokuapp.com/api/rest/region_data

本APIサーバーを作成するにあたっては

オープンソースソフトウェアであるHasuraを用いた。

上記URLで実行されるGraphQL queryを下記に記載する

query getRegionData{  

region_data(order_by: {id: asc}) {

id

region_name

}

}
ブラウザで開くとこのようなjsonが取得できる

https://peteama-apiserver.herokuapp.com/api/rest/region_data


Androidアプリケーションの画面設計

カメラ準備画面ログイン画面 ナンバープレート撮影画面 OCR準備画面 OCR画面

写真

写真内に文字がないのでnothingと表示されている写真を撮る際に、GPS情報と違反日時情報を取得



ガイドラインにあ

る選択肢から適し

た違反態様を選択

する。

択一形式のため

記入ミスはない。

Androidアプリケーションの画面設計

違反態様入力画面 標章画像確認画面

違反情報をデータベースに保管

違反車両に貼る標章画像をPDF出力



管理Webサイトの設計

違反情報をデータベースから取得して、検索がかけられるようなWebサイトを作成する。

全件検索

日付検索

地域検索(曖昧検索)

の4種類の検索方法

が実装される。

仮ID: 1 , 仮pass: asdfgh

https://peteamawebapp.herokuapp.com/

https://peteamawebapp.herokuapp.com/


これで、A2チームの発表を終わります。


